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▶11年ぶりに広報おうら編集担当に戻ってきました。かつて私
が担当していたころ、写真はネガフィルムが主でしたが、今では
完全にデジタル化。編集用パソコンの性能も当時と比べて格段
に向上しています。▶でも、取材や編集作業はやっぱり人の力。こ
れからも広報担当者は皆さんのところへお邪魔します。カメラ
を向けられたら、とびっきりの笑顔をお願いします。･･･と言いつ
つも、誌面に限りがあるのも事実。写真を撮ったのに掲載できな
かった皆さん、本当にごめんなさい。▶笑顔は人を元気にします。
みんなの笑顔を満載して、広報おうらはこれからも、町民の皆さ
んになくてはならないツールでありたいと考えています。（田中）

ひとりごと　From editors

春、満開
（おうら中央公園）

鶉
新
田
（
う
ず
ら
し
ん
で
ん
）

　新
田
の
頭
に
鶉
が
付
い
て
い
ま
す
か
ら
、

鶉
か
ら
分
か
れ
て
出
来
た
村
で
あ
っ
た
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。
今
で
も
、
鶉
新
田

の
こ
と
を
「
向む

か
い
の野
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
元
村
の
鶉
か
ら
見
る
と
南
に
あ

た
り
、
山
林
地
帯
を
過
ぎ
、
沼
の
向
こ
う

に
あ
る
離
れ
地
で
し
た
。
従
っ
て
向
野
に

行
く
に
は
日ひ

な

た向
・
日
向
新
田
金か

な
く
そ糞
か
ら
舟

を
使
っ
て
渡
る
か
、
中
野
・
下
中
野
に
出

て
か
ら
江
尻
橋
を
渡
っ
て
行
く
し
か
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
道
に
は
板
橋

の
掛
か
っ
た
田
ん
ぼ
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、

荷
車
な
ど
通
れ
る
道
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。　そ

も
そ
も
向
野
が
開
発
さ
れ
た
の
が
今

か
ら
３
５
０
年
ぐ
ら
い
の
昔
で
、
人
家
は

少
な
く
戸
数
が
増
え
、
村
落
を
形
成
し
た

の
は
、
そ
れ
か
ら
60
年
も
過
ぎ
た
こ
ろ
だ

そ
う
で
す
。

　宝
永
４
（
１
７
０
７
）
年
初
め
て
村
と

し
て
鶉
村
か
ら
分
か
れ
て
独
立
し
た
そ
う

で
す
。

　こ
れ
に
つ
い
て
理
不
尽
な
話
が
あ
り
ま
す
。

鶉
村
か
ら
独
立
し
た
鶉
新
田
は
享
保
15

（
１
７
３
０
）
年
に
出
さ
れ
た
幕
府
の
御
触

れ
に
よ
り
、
新
村
は
「
村
」
と
称
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
村
で
あ
っ

て
村
と
い
う
名
称
が
使
え
ず
、
明
治
22
年

４
月
の
町
村
制
の
施
行
を
迎
え
、
中
野
村

大
字
鶉
新
田
と
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

赤
堀
（
あ
か
ほ
り
・
あ
か
ぼ
り
）

　「赤
」
と
い
う
字
の
つ
い
た
地
名
は
あ
ち

こ
ち
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
近
く
は
、
館

林
市
の
「
赤
生
田
」「
赤
土
」、
千
代
田
町

の
「
赤
岩
」、
佐
波
郡
の
「
赤
堀
」、
桐
生

市
の
「
赤
岩
」
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

　邑
楽
町
の
赤
堀
は
鞍
掛
台
地
に
位
置
す

る
住
宅
地
帯
や
農
地
山
林
で
す
。
東
か
ら

北
に
か
け
て
は
館
林
市
、
本
町
大
字
狸
塚
、

南
か
ら
西
に
か
け
て
は
館
林
市
、
千
代
田

町
、
本
町
大
字
篠
塚
に
接
し
て
い
ま
す
。

　地
名
の
由
来
に
つ
い
て
定
か
な
説
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
室
町
時
代
（
足
利
時
代
・

１
３
３
６
～
１
５
７
２
）
の
初
期
、
水
利

の
た
め
台
地
を
深
く
掘
割
っ
た
と
こ
ろ
、

赤
土
の
層
が
出
て
き
て
、
築
い
た
土
手
が

赤
々
と
見
え
た
の
で
誰
い
う
こ
と
な
く
、

そ
の
堀
の
辺
り
を
赤
堀
と
称
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　学
者
の
説
明
で
は
、
こ
の
赤
土
が
、
い

わ
ゆ
る
関
東
ロ
ー
ム
層
と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
で
、
な
ん
で
も
１
万
年
も
前
か
ら
の

火
山
活
動
の
噴
火
物
が
降
り
積
も
っ
た
も

の
だ
と
い
い
ま
す
。

〈
第
三
十
六
回
〉

Photo 高根澤高明（記録ボランティア）

あすへひとこと

若い人たちに語り継ぎたい、
次の世代に残しておきたい。
貴重な話をお届けします―。

邑楽町の地名あれこれ④
「邑楽町の昔ばなし」より

【発行】邑楽町老人クラブ連合会　【編集】あすへひとこと編集委員会
平成 10 年 12 月 31 日発行「高齢者の語り（第六集）あすへひとこと」より

この広報誌は、自然保護のため 
植物油インキを使用しています。

邑楽町の南部を東西に走る鞍
くらかけ

掛山。その周辺を深く掘ったところ、
赤土がでてきたのが赤堀の由来といわれています。


